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３月定例会のあらまし

令和5年度当初予算 総額129億3,817万円
●一般会計／81億5,100万円（前年比＋8,100万円）

普通建設
事業費

物件費

人件費

操出金

公債費

補助費等

扶助費

積立金

投資及び
出資金

維持補修費

予備費

12.3 億円

11.8 億円

14.6 億円

13.7 億円

12.9 億円

13.6 億円

5.3 億円

5.5 億円

10.8 億円

10.1 億円

14.1 億円

15.1 億円

8.3 億円

8.5 億円

9,353 万円

7,761 万円

1億 6,297 万円

1億 2,943 万円

1,000 万円

1,000 万円

1,350 万円

1,350 万円

地方交付税

町税

町債

国庫支出金

繰入金

地方消費税
交付金ほか

県支出金

諸収入

寄附金

使用料及び
手数料

財産収入

分担金及び
負担金

33.5 億円

33.5 億円

14.6 億円

14.4 億円

6.0 億円

5.1 億円

7.8 億円

9.1 億円

5.7 億円

4.6 億円

5.6 億円

5.7 億円

3.8 億円

3.7 億円

1.7 億円

2.1 億円

1.5 億円

1億円

8,836 万円

8,826 万円

1,545 万円

2,116 万円

442万円

439万円

歳 入歳 出

令和５年度 令和４年度
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３月定例会のあらまし

令和5年度当初予算 総額129億3,817万円

●特別会計／総額37億6千万円

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

令和4年度

令和5年度

後期高齢者保険特別会計介護保険特別会計国民健康保険特別会計

3.3億円3.4億円

16.8億円16.3億円

18.4億円17.7億円

●特別会計／総額37億6,000万円

●水道事業会計(収益合計)3億392万円

●水道事業会計(収益合計)3億392万円

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

営業外収益

営業収益

令和5年度

3億392万円

8,954万円

2億1,437万円

令和4年度

3億632万円

9,111万円
営業外収益

2億1,520万円
営業収益

令和５年度の主な営業収益は水
道使用料で２億１,３０３万円となっ
ています。
営業外収益の主なものは負担金
３００万円、長期前受金戻入が８,
５１６万円となっています。

●下水道事業会計(収益合計)約7億2,325万円

●下水道事業会計(収益合計)約7億4651千万円

0

1

2

3

4

5

6

7

8

営業外収益

営業収益

令和5年度

7億2,325万円

令和4年度

7億4,651万円

5億9,791万円6億2,281万円
営業外収益

1億2,532万円1億2,367万円
営業収益

令和５年度、営業収益の主なもの
は公共下水道使用料が1億654
万円、農業集落排水使用料が
1,390万円、雨水処理負担金が
481万円となっています。
営業外収益の主なものは長期前
受金戻入が2億2,398万円、他会
計補助金３億7,322万円となって
います。
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３月定例会のあらまし

新規 新規

新規

健康づくり事業では、例年実施しています
各種健診・予防接種を引き続き行います。令
和５年度から任意接種である「帯状疱疹予防
接種」の助成を行います。
●50才以上の方対象
生ワクチン	 4,000円（1回につき）
不活化ワクチン	 1万円（1回につき）×2

空き家バンク活用促進助成金は、空き家バ
ンク制度を利用して移住しようとする人に対し
ての助成金です。（定額30万円）

空き家バンク成約奨励金は、バンク登録物
件の売買または賃貸借契約が成立した際の物
件提供者に対する奨励金です。（定額10万円）

帯状疱疹予防ワクチン
補助金

114万円

空き家バンク活用促進助成金
150万円

空き家バンク成約奨励金
50万円

こども園での一時預かりを無料で利用で
きるチケットをお配りする事業です。民営の
「みなべ愛之園こども園」の利用者分を園に
委託する費用です。

うめ課が、昭和48年4月に全国唯一の課と
して新設され、本年50周年を迎えます。これ
を記念するキャンペーン事業としてガチャク
ーポンをサービスエリアに設置し、高速道路
利用者を町内への誘客につなげる事業です。

子育て応援一時預かりチケット
 117万円

うめ課50周年記念
キャンペーン

５１０万円

子育て

健康づくり

うめ振興

地域おこし

上南部こども園 みなべ愛之園こども園

注目予算のピックアップ

新規

ガチャ玉 来町クーポン
取得1回500円

●実施の流れ
サービスエリアに設置

利用対象者  保育所・こども園などを利用して
いない、生後6か月以上～入園前の乳幼児
一時預かりを利用できる園  上南部こども園、み
なべ愛之園こども園

みなべ町議会だより P4



３月定例会のあらまし

新規 継続

新規 継続

堺地区に津波避難路を新設します。道路の
規格としては、距離350ｍ、幅員9.25ｍを計画
しています。

令和３年度より南部川土手新庄付近にある
浄水場の高台（猪野山）への移転事業が始ま
っています。令和13年度の移転完了をめざし、
現在は水源からの新しい導水管を年度ごとに
少しずつ移転予定地に向け設置しています。

堺地区避難道路
　　調査測量設計

2,000万円

浄水場高台移転
3,000万円

地震等の大規模災害時に対応する東吉
田・南道高台の防災拠点整備を進めます。
消防車庫新築工事	 4,000万円
マンホールトイレ整備工事	 7,000万円

新築された備蓄倉庫に食糧をはじめとする
品々を備蓄します。（他の備蓄施設分も含む）
食　糧	 281万円
防災・生活用品	 680万円
備品費	 300万円

防災拠点整備
1億1,000万円

防災備蓄倉庫整備充実
1,262万円

防災 防災

上水道防災

注目予算のピックアップ

マンホールトイレのイメージ 備蓄倉庫のイメージ

みなべ町議会だよりP5



３月定例会のあらまし

３月定例会で審議された主な条例改正の内容

●みなべ町個人情報の保護に関する
　法律施行条例
　令和3年5月19日に「デジタル社会の形成を図るための
関係法律の整備に関する法律」が公布されました。これに
基づき「個人情報の保護に関する法律」が改正され、これ
までは個人情報を取り扱う主体ごとに国の行政機関、独立
行政法人等、民間事業者に分かれていた3本の法律が、改
正後の個人情報の保護に関する法律（以下「改正個人情報
保護法」）に一本化されました。
　この条例は、その改正個人情報保護法を全国的な共通
ルールとして地方公共団体で運用するために制定された
ものです。
主な規定内容は「個人情報登録簿の作成及び公表」「開

示請求等の手続き」「開示請求の期限」「開示請求に係る費
用負担」「個人情報保護審議会への諮問」等です。

反対討論 池田議員

　この条例制定の根拠は、2021年5月に成立したデジタル関連法にあります。デジタル関連法は、首
相のもとに強い権限と予算を持ったデジタル庁を新設し、国や地方自治体のシステムや規定を標準
化・共通化して、個人情報を含むデータの利用を強力に進めるものです。このことで、地方自治体が
持つ大切な個人情報を、匿名の加工をすることを条件に営利企業が利用できるようになります。
　本条例制定で、現時点で匿名加工、また、情報の外部提供についての規定はありません。しかし、
法が求める「個人情報の利活用」の趣旨、また地方公共団体ごとに異なっていた条例を廃止し、共
通ルール化したことから考えると、個人情報の利活用に向けて動きが強まってくることが予想さ
れます。住民の福祉・医療・保険・教育などの個人情報のファイル化、匿名加工などの事務負担の
増加、外部委託も含めて情報漏洩の可能性なども大きな心配です。個人情報は個人のものです。地
方自治体はこのことを自覚し、個人情報を守ることによって、基本的人権を守る責任があります。
　施行される個人情報保護法は、個人情報を法律の範囲内で個人の権利権益を保護するものとし
つつ、国や地方自治体が保有する個人情報の利活用を最大の目的としていることから条例案に反
対します。

３月定例会　提案議案での賛否　（反対のあった議案のみ）　　賛成１２名　反対１名

※ ○：賛成、×：反対　原田議長は採決に加わりません。

議　案 山本 池田 真造 下村 井口 細川 天野 谷本 宮㟢 玉井 棒引 丸山 出口

議案第２号 みなべ町個人情報の保護に関
する法律施行条例について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３号 みなべ町個人情報保護審査会
条例について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４号 みなべ町情報公開条例の一部
を改正する条例について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

個人情報保護法
施行条例

個人情報保護法
改
正
後

個人情報
保護条例

現　

 

行

今回廃止
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３月定例会のあらまし

●みなべ町議会の個人情報の保護に関する条例
　各地方公共団体がそれぞれ条例で定めていた個人情報保護制度は、令和5年4月1日以
降、国の「個人情報の保護に関する法律」に基づく制度に統合されることになりました。
　しかし、議会については、一部の規定を除き、基本的に「個人情報の保護に関する法律」の
適用対象外となっています。
　そこで、みなべ町議会では、「個人情報の保護に関する法律」に準じて、「みなべ町議会の
個人情報の保護に関する条例」を制定することとしました。

●御坊市及び日高郡６町埋蔵文化財保護行政事務協議会規約
　埋蔵文化財包蔵地内で工事を行う場合、文化財保護法に基づく届出が必要となります。そ
の届出により、調査の要否や方法を和歌山県文化遺産課が判断します。調査は基本、各市町
村の埋蔵文化財専門員が行います。しかし、専門職員を配備していない自治体は、県職員に
調査代行を依頼することになり、県職員の負担が大きくなっていました。県では、市町村独自
で専門職員を配備するよう要望し続けてきましたが、なかなか進みませんでした。
　このため、複数の自治体で専門職員を共同で配備する方法が提案され、実現に向けて検
討を重ねてきました。今回、御坊市と日高郡６町で専門職員１名を共同で広域配備するため
協議会を設立することになり、その規約を定めました。

東吉田高台の宅地開発により発見された遺跡。
専門員はこうした遺跡の調査にあたることになります。

みなべ町議会だよりP7



３月定例議会のあらまし
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度
で
す
。
社
会
人

野
球
や
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど

の
使
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
状
と
同
じ
１
支
柱
に
16
基

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
を
、
６
支
柱

医王寺付近の上空写真

みなべ町議会だより P8



３月定例議会のあらまし
計
96
基
を
設
置
し
ま
す
。
設
計

額
は
概
算
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
最
終
設
計
業
務
を
精
査
し
、

発
注
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

税
務
課

地
方
税
電
子
申
告（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）支
援
サ
ー
ビ
ス
委
託
料

	

（
２
０
６
万
円
）

Q
地
方
税
電
子
申
告
の
内
容

と
ス
マ
ホ
納
税
の
利
用
状
況
は
。

A
申
告
と
納
税
が
電
子
的
に

行
え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の

共
通
納
税
の
拡
大
以
前
か
ら
、

ス
マ
ホ
納
付
が
可
能
だ
っ
た
税

目
は
、
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
の
３
税
に
な
り
ま

す
。
本
町
の
３
税
の
納
付
総
額

が
14
億
４
，５
０
０
万
円
と
な
り

ま
す
。
ス
マ
ホ
納
付
に
占
め
る

割
合
は
、
１
，６
７
４
万
円
、

1.2
％
程
度
で
す
。

う
め
課

み
な
べ
梅
対
策
協
議
会
負
担
金

	

（
１
，２
８
９
万
円
）

　
Q
梅
の
機
能
性
研
究
に
つ

い
て
何
を
委
託
研
究
し
て
い
る

の
か
。

A
抗
ウ
ィ
ル
ス
作
用
、
美

容
効
果
に
つ
い
て
は
既
に
委
託

研
究
し
て
い
ま
す
。
美
容
効
果

に
つ
い
て
は
特
許
を
取
得
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
梅
を
食
べ

る
こ
と
に
よ
る
食
事
量
の
変
化

と
そ
れ
に
伴
う
腸
内
細
菌
の
関

係
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
研
究
は
大
阪
河
﨑
リ
ハ
ビ

リ
大
学
に
委
託
し
ま
す
。
ま
た
、

美
容
効
果
に
つ
い
て
は
、
細
胞
分

野
ま
で
掘
り
下
げ
て
研
究
を
進

め
ま
す
。
こ
の
研
究
も
引
き
続

き
和
歌
山
高
専
に
委
託
し
ま
す
。

Q
梅
対
策
協
議
会
の
通
常

事
業
の
内
容
は
。

A
基
本
的
に
は
、
会
長
、

町
長
の
市
場
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
の
費
用
や
消
費
拡
大
に
関

す
る
取
材
の
対
応
費
用
と
な
り

ま
す
。
そ
の
他
、
南
紀
白
浜
空

港
の
到
着
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て

い
る
カ
ラ
ー
コ
ル
ト
ン（
電
照

広
告
）の
維
持
管
理
費
用
、
生

育
不
良
や
ケ
シ
キ
ス
イ
対
策
費

用
に
も
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
、
み
な
べ
町
で

行
わ
れ
る
梅
収
穫
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
も
支
援
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

う
め
課
50
周
年

記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画

	

（
５
１
０
万
円
）

Q
う
め
課
50
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、
高
速
道
路
で
の
ガ

チ
ャ
に
よ
る
ク
ー
ポ
ン
の
取
り

組
み
は
興
味
深
い
。
今
後
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

A
今
回
、
う
め
課
50
周
年

を
迎
え
、
う
め
課
を
Ｐ
Ｒ
す
る

方
法
と
し
て
考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
、
あ
る
程

度
成
果
が
残
せ
れ
ば
、
今
後
も

引
き
続
き
企
画
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
協
議
会

の
設
立

御
坊
市
お
よ
び
日
高
郡
６
町
埋

蔵
文
化
財
保
護
行
政
事
務
協
議

会
の
設
立
に
つ
い
て

Q
専
門
員
１
名
分
お
よ
び
、

保
存
に
関
す
る
負
担
金
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
本
町
と
し
て
は
、
30
万

円
を
計
上
し
て
お
り
、
こ
こ
に

は
各
市
町
均
等
割
り
の
報
酬
と

実
情
に
応
じ
た
調
査
割
が
含
ま

れ
ま
す
。

　

調
査
割
に
つ
い
て
は
、
過
去

３
年
間
の
平
均
値
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

案
件
が
あ
る
町
と
な
い
町
の

差
異
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
実

績
に
応
じ
て
進
ん
で
い
く
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。

清川球場ナイター設備

梅効能研究

みなべ町議会だよりP9
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委員会レポート

出産・子育て応援給付金
625万円2P

IC
K UP

これは、国が少子化対策として講じた施策

を受けて町が実施する事業です。国が2／3、

県・町それぞれ1／6を負担します。

妊娠時に5万円、出産後に5万円が給付され

ます。その間、町の保健師が妊婦と連絡を取

り合い、母子ともども経過を見守ります。

みなべ町開発公社出資金
1,500万円3P

IC
K UP

開発公社は、国民宿舎を運営する一般財団
法人です。コロナ禍による宿舎の経営悪化に
伴い、開発公社の決算にも大きな影響が出ま
した。法律では2年連続で純資産額が300万円
未満となった場合、法人を解散しなければな
りません。そのため、町がここに1,500万円を
出資することになりました。

●注目予算をピックアップ

補 正 予 算

項　　目 補正額 主な内容 総　　額

一般会計 1億931万円

1

ふるさと納税寄付　返礼品 2,520万円

95億1,485万円

　　　　〃　　　　手数料等 1,045万円

基金への積み立て 3,434万円

2 出産・子育て応援給付金 625万円

3 みなべ町開発公社出資金 1,500万円

4 学校用サーキュレータ 162万円

ふるさと納税関係 計7,000万円1P
IC

K UP

ふるさと納税による寄付が大幅に増えていることを踏まえ、
7,000万円の見込み額を増額補正しました。この7,000万円のうち、
返礼品やネット上の案内サイト手数料、郵送料に充てた残りを基
金に積み立てます。

なお、令和4年度における最終的な寄付額は、1億6,000万円ほど
となりました。

みなべ町議会だより P10



委員会レポート

ナ
デ
オ
地
区
造
成
工
事

　

建
設
発
生
土
の
受
け
入
れ
場

と
し
て
盛
土
造
成
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
現
場
の
視
察
を
し
ま

し
た
。
排
水
溝
工
、
排
水
管
路

工
、
転
圧
工
、
土
羽
工
・
法
面

の
仕
上
が
り
等
、
丁
寧
な
仕
事

を
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

熱
海
で
起
き
た
土
石
流
災
害

を
ふ
ま
え
た
工
事
に
安
心
感
を

覚
え
ま
し
た
。
今
後
、
民
間
で

計
画
さ
れ
る
だ
ろ
う
建
設
発
生

土
処
分
場
の
良
い
手
本
に
な
る

と
思
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、
造
成
工
事
に
よ
る
山

林
の
保
水
力
の
低
下
で
瓜
谷
川

に
流
入
す
る
水
量
が
心
配
で
す
。

　
１
月
16
日
、
産
業
建
設
常
任

委
員
会
は

・
古
川
河
川
改
修
工
事

・
町
道
名
の
内
線
工
事

・
県
道
た
か
の
金
屋
線

・
鶴
の
湯
温
泉
改
修
工
事

・
島
之
瀬
ダ
ム
堆
砂
対
策
計
画

・
み
な
べ
百
年
の
森

・
市
井
川
上
木
台
町
有
林

・
ナ
デ
オ
地
区
造
成
工
事

に
つ
い
て
担
当
課
職
員
同
行
の

も
と
、
現
場
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
う
ち
４
ヶ
所
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

古
川
河
川
改
修
工
事

　

令
和
４
年
度
で
は
橋
梁
下
部

工
護
岸
工
を
施
工
す
る
が
左
岸

側
は
繰
り
越
し
事
業
で
対
処
。

橋
梁
上
部
工
、
護
岸
工
、
取
合

せ
工
を
令
和
5
年
度
に
施
工
し
、

観
梅
時
期
ま
で
に
供
用
開
始
を

め
ざ
す
と
の
こ
と
で
し
た
。

鶴
の
湯
温
泉
改
修
工
事

　

１
，４
０
０
万
円
を
か
け
た

改
修
工
事
が
完
成
し
、
視
察
し

ま
し
た
。

　

露
天
風
呂
周
り
の
タ
イ
ル

張
り
や
、
給
湯
設
備
、
緊
急

時
の
発
電
機
を
含
め
た
電
気

設
備
等
、
改
修
箇
所
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

み
な
べ
百
年
の
森

　

東
神
野
川
か
ら
入
っ
た
三
里

峰
の
百
年
の
森
を
視
察
し
ま
し

た
。
無
計
画
な
開
発
に
よ
っ
て

荒
れ
野
原
に
な
っ
て
い
て
、
災

害
防
止
等
の
観
点
か
ら
森
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。
自
生
し
た

松
が
生
い
茂
っ
て
森
の
復
活
を

感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
志
に
よ
る
広
葉
樹
の
植
樹
の

成
果
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
獣
害

が
ひ
ど
い
よ
う
で
し
た
。

　

自
然
の
森
に
戻
そ
う
と
し
て

い
る
所
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
整
備

さ
れ
て
い
る
の
が
、
少
し
違
和

感
が
あ
り
ま
し
た
。
騒
音
問
題

の
な
い
所
で
訓
練
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

１月１６日に令和４年度、５年度予算に関係する８カ所の現場を視察し、所管事
務調査を行いました。

産業建設常任委員会 
委員会レポート

みなべ町議会だよりP11



委員会レポート

９月以来５回にわたって検討を重ねてきた特別委員会。このたび、議員定数に
ついての採決が行われました。

議員定数等検討特別委員会 
委員会レポート

第
５
回
委
員
会 

１
月
27
日

　

議
員
各
自
が
住
民
と
の
意

見
交
換
で
得
た
内
容
を
踏
ま
え
、

再
度
協
議
し
ま
し
た
。

第
６
回
委
員
会 

３
月
９
日

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
削
減
、

現
状
維
持
そ
れ
ぞ
れ
の
討
論
を

求
め
た
う
え
で
採
決
を
取
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

削 減

丸
山
議
員

　

私
は
定
数
削
減
に
賛
成
で
す
。

私
の
区
の
区
民
の
方
に
区
長
か

ら
い
ろ
い
ろ
お
聞
き
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、圧
倒
的
に
定
数
は
減

ら
し
た
方
が
い
い
と
。他
に
ち

ら
っ
と
あ
っ
た
の
は
、あ
ん
ま

り
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
の
は
事
実
で
す
け
ど
も
、

他
の
自
治
体
、み
な
べ
町
は
み

な
べ
町
で
考
え
れ
ば
一
番
い
い

ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、他
の

自
治
体
も
人
口
も
減
で
減
ら
し

て
る
こ
と
だ
か
ら
、や
っ
ぱ
り

削
減
の
流
れ
は
致
し
方
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

維 持

真
造
議
員

　

現
状
維
持
と
の
立
場
か
ら
発

言
し
ま
す
。

削
減
が
町
民
の
幸
せ
に
ど
う
つ

な
が
る
の
か
、誰
も
説
明
を
し

て
い
な
い
。

　

削
減
が
民
意
と
言
わ
れ
る
が
、

議
会
調
査
で
は
過
半
数
が
現
状

維
持
で
あ
り
、そ
れ
が
民
意
の

は
ず
。

　

人
口
減
少
に
伴
い
定
数
も

削
減
す
べ
き
と
の
声
が
あ
る
が
、

県
内
の
人
口
デ
ー
タ
か
ら
割
り

出
す
と
、定
数
は
14
．６
人
、決

算
額
か
ら
で
は
15
人
に
な
る
。

　

定
数
を
削
減
す
れ
ば

① 
大
事
な
こ
と
が
少
人
数
で

決
定
さ
れ
、民
意
の
反
映
が
困

難
に
。

② 

地
域
、年
齢
、性
別
等
幅
広

い
層
で
の
構
成
が
難
し
く
、民

意
の
反
映
が
困
難
に
。

③ 

現
職
の
強
み
が
増
し
、新
人

の
立
候
補
意
欲
が
削
が
れ
、議

会
が
沈
滞
化
。

④ 

町
民
か
ら
要
望
等
を
訴
え

る
機
会
を
奪
い
、議
会
へ
の
関

心
が
希
薄
に
。

⑤ 

議
員
が
偏
り
政
策
提
案
能

力
、監
視
能
力
が
低
下
。

と
デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
。

　

以
上
、町
民
の
皆
さ
ま
を
代

弁
し
、権
利
を
守
り
、幸
せ
を
実

現
す
る
た
め
に
、現
状
維
持
で

あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

削 減

宮
﨑
議
員

　

区
長
会
の
提
言
と
い
う
こ
と

は
住
民
か
ら
の
声
。た
と
え
14

名
か
ら
12
名
に
削
減
さ
れ
た
と

し
て
も
、選
ば
れ
た
各
議
員
が

今
以
上
に
が
ん
ば
れ
ば
問
題
は

な
い
。反
対
意
見
の
中
に
、地

域
の
課
題
が
解
消
さ
れ
な
い
。

女
性
の
方
や
新
人
議
員
の
立

候
補
、又
は
議
会
の
委
員
会
構

成
が
難
し
く
な
る
と
い
う
意
見
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
10
名
か
ら
９

名
に
削
減
さ
れ
た
町
村
は
議
会

構
成
が
な
っ
て
い
な
い
と
考
え

る
の
か
。人
数
割
に
し
て
も
他

の
市
町
村
は
、み
な
べ
町
よ
り

は
る
か
に
多
い
町
も
あ
る
。住

民
の
方
は
そ
う
い
っ
た
理
由
で

の
反
対
は
納
得
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　

今
回
の
特
別
委
員
会
の
決
定

は
ま
だ
判
ら
な
い
が
、例
え
ば

維
持
に
決
定
さ
れ
た
と
す
れ
ば

今
後
、同
様
の
削
減
の
提
案
が

区
長
会
か
ら
出
さ
れ
た
時
に
住

民
代
表
の
議
会
と
し
て
ど
う
考

え
る
の
か
。人
口
減
が
進
む
中

に
お
い
て
今
、削
減
を
し
な
け

れ
ば
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
さ
れ

る
の
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。削 減

玉
井
議
員

　

民
意
の
反
映
が
議
会
の
役
割

だ
と
す
る
と
、議
員
定
数
を
減

ら
す
べ
き
と
い
う
声
も
ま
た
民

意
だ
。私
が
行
っ
た
６
区
１
４

８
人
の
調
査
で
は
、「
わ
か
ら

な
い
、ど
ち
ら
で
も
な
い
」
を

除
き
、７
割
近
い
方
々
が「
削

減
す
べ
き
」と
し
て
い
る
。そ

れ
が
民
意
だ
。

　

他
市
町
の
議
会
の
動
向
か
ら

「
で
は
、み
な
べ
町
は
」
と
考

え
て
当
然
だ
。し
か
も
３
年
前

に「
現
状
維
持
」と
の
結
論
を
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委員会レポート

第
８
回
委
員
会 

３
月
16
日

　

３
月
16
日
、あ
ら
た
め
て
委

員
長
か
ら
削
減
の
立
場
の
人
に

発
議
を
変
わ
っ
て
い
た
だ
け
な

い
か
と
い
う
お
願
い
が
あ
り
ま

し
た
。そ
の
意
見
に
対
し
委
員

か
ら
「
一
度
決
ま
っ
た
こ
と
を

覆
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
「
決

ま
っ
た
経
緯
を
ふ
ま
え
る
と
再

考
の
余
地
は
あ
る
」
な
ど
の
意

見
が
出
ま
し
た
が
、議
論
が
平

行
線
を
た
ど
り
、発
議
に
関
し

て
は
５
月
議
会
に
持
ち
越
す
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
議 

３
月
17
日

委
員
会
報
告

第
９
回
委
員
会 

４
月
17
日

　

委
員
長
体
調
不
良
の
た
め
欠

席
と
な
り
、議
会
事
務
局
長
か

ら
今
ま
で
の
経
緯
を
報
告
し
ま

し
た
。

委
員
、「
２
人
減
」８
委
員
、棄

権
４
委
員
で
２
人
減
に
す
べ
き

と
の
結
論
を
得
ま
し
た
。な
お
、

議
員
報
酬
と
政
務
活
動
費
に
つ

い
て
は
、継
続
協
議
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
天
野
委
員
長
か
ら
、こ

議
員
の
い
な
い
地
区
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
だ
っ
た
。２
地
区

の
初
総
会
に
参
加
し
た
が
、時

間
が
な
く
て
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

が
で
き
て
い
な
い
人
た
ち
も
い

た
。７
割
と
い
う
結
果
が
そ
れ

で
妥
当
な
の
か
ど
う
か
は
疑
問

に
思
う
。

　

ま
た
、３
年
前
の
区
長
参
加

で
の
意
見
交
換
の
結
果
は
五
分

五
分
、維
持
の
ほ
う
が
少
し
多

い
く
ら
い
だ
っ
た
。

　

真
造
議
員
の
発
言
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
の
で
特
に
他
は
な

い
が
、女
性
や
若
手
議
員
を
増

や
せ
と
言
わ
れ
る
中
、削
減
は

そ
れ
に
逆
行
す
る
と
考
え
る
。

　

今
年
に
は
い
っ
て
か
ら
無
投

票
選
挙
が
続
い
て
い
る
が
、み

な
べ
町
は
合
併
し
て
か
ら
も

選
挙
が
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
。

こ
の
点
か
ら
も
削
減
す
る
理
由

は
な
い
と
考
え
る
。

討
論
を
終
え
採
決
へ

　

５
名
の
委
員
か
ら
の
発
言
の

後
、採
決
を
と
っ
た
結
果
、削
減

７
、維
持
６
で
削
減
す
べ
き
と

決
し
ま
し
た
。次
に
削
減
人
数

の
採
決
の
結
果「
１
人
減
」１

出
し
、今
改
め
て
検
討
に
入
っ

た
こ
の
段
階
で
、人
々
の
思
い

は「
今
度
こ
そ
削
減
」と
期
待

す
る
向
き
は
多
い
だ
ろ
う
。そ

の
な
か
で
、維
持
と
い
う
結
論

が
出
た
と
き
人
々
は
ど
う
思
う

か
。深
い
失
望
感
を
与
え
、さ

ら
に
は
議
会
へ
の
信
頼
を
損
ね

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。私

は
、そ
の
こ
と
を
た
い
へ
ん
危

惧
す
る
。今
回
は
や
は
り
削
減

と
い
う
方
向
に
動
く
べ
き
だ
。

　

そ
の
う
え
で
、住
民
の
声
を

拾
い
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
落

と
さ
な
い
に
よ
う
に
す
る
こ
と

が
議
員
と
し
て
の
在
り
方
で
は

な
い
か
。

維 持

池
田
議
員

　

私
に
は
、削
減
の
声
が
聞
こ

え
て
こ
な
い
。

　

全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
そ
の
必
要
性
は
今
あ
る
の

で
す
か
」と
い
う
声
の
方
が
多

い
。

　

削
減
賛
成
が
７
割
と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
も
み
な
べ
町
全

域
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
な
く
、

の
件
の
本
会
議
で
の
発
議
は
誰

が
す
べ
き
か
と
の
問
い
か
け

が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
、

「
委
員
長
が
す
べ
き
」と
の
意

見
と
、「
委
員
長
は
発
議
ま
で

す
る
義
務
は
な
い
の
で
は
」な

ど
の
意
見
が
あ
り
、
議
論
が
平

行
線
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　

委
員
長
か
ら
、議
長
と
協
議

を
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、

いっ
た
ん
休
憩
を
し
ま
し
た
。そ

の
後
、委
員
長
か
ら
発
議
す
る
と

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

第
７
回
委
員
会 

３
月
14
日

　

３
月
14
日
、委
員
長
か
ら
委

員
会
の
中
間
報
告
と
し
て
報
告

書
の
提
示
が
あ
り
ま
し
た
。一

部
を
修
正
し
た
う
え
で
、本
会

議
で
委
員
会
報
告
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。ま
た
、委
員
長

か
ら
、現
状
で
は
削
減
と
も
維

持
と
も
自
分
の
態
度
を
示
せ
て

い
な
い
状
況
で
、削
減
と
い
う

立
場
で
の
発
議
は
矛
盾
す
る
こ

と
か
ら
、発
議
は
削
減
の
立
場

の
方
に
し
て
ほ
し
い
と
の
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。

維 持 山 本 池 田 真 造 井 口 細 川 棒 引

削 減 下 村 谷 本 宮 㟢 玉 井 丸 山 出 口 原 田

QRコードから
委員会報告がご
覧になれます。
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委員会レポート

現
況
の
説
明

　

３
月
議
会
に
お
い
て
発
議
が

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
そ
の

後
の
経
緯
が
わ
か
ら
な
い
と
の

ご
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て

広
報
委
員
会
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。

事
実
の
確
認

〇
委
員
会
で
の
採
決
結
果

　

削
減
７
名
、維
持
６
名

〇
採
決
結
果
は
委
員
会
の
結
果

で
あ
り
、こ
れ
だ
け
で
は
削
減

と
は
な
り
ま
せ
ん
。定
数
を

削
減
す
る
た
め
に
は
本
会
議

で
の
条
例
改
正
の
議
決
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
本
会
議
で
の
条
例
改
正
に
あ

た
っ
て
は
改
正
案
の
提
案
者

を
決
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
が
、提
案
者
が
決
ま
ら
な

か
っ
た
た
め
３
月
定
例
会
で

の
発
議
を
見
送
り
ま
し
た
。

論
点
⑴ 

定
数
削
減
の
発
議（
提

案
）は
誰
が
す
べ
き
か

意
見
① 

委
員
長

意
見
② 

削
減
案
の
賛
成
者

論
点
⑵ 

天
野
委
員
長
が
発
議

を
す
る
と
発
言
し
た
こ
と
を
覆

せ
る
の
か

意
見
① 

一
度
決
ま
っ
た
こ
と

は
覆
せ
な
い

意
見
② 

決
ま
っ
た
経
緯
し
だ

い
で
は
覆
せ
る

注
目
ポ
イ
ン
ト

　

委
員
会
で
の
採
決
に
は
委
員

長
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。し
か
し

本
会
議
で
は
採
決
に
加
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、委
員

会
で
は
議
長
が
採
決
に
加
わ
り

ま
し
た
が
、本
会
議
で
議
長
は

採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。そ
の

た
め
本
会
議
で
の
採
決
に
よ
っ

て
は
委
員
会
の
結
果
と
異
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

調
査
・
協
議

採　
　

決

特別委員会本会議

委
員
会
で
の
調
査
内
容
等
を

報
告

委
員
会
報
告

定
数
減
の
条
例
改
正
案
提
出

（
提
案
者
と
２
名
以
上
の
賛
成

議
員
が
必
要
）

発　
　

議

提
案
者
に
対
し
、
提
案
理
由
の

不
明
点
を
質
問
す
る
こ
と
が
で

き
る

質　
　

疑

質
疑
を
踏
ま
え
、
提
案
に
対
す

る
賛
成
、
反
対
の
意
思
を
発
言

す
る
こ
と
が
で
き
る

討　
　

論

多
数
決
に
よ
り
賛
否
が
決
定

採　
　

決

３
月
定
例
会
で
は
こ
こ
ま
で
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一般質問

行　政
質問 施政方針をうけて少子化対策の推進を聞く
答弁 国がつくる前につくる、進めていき

たい

池
い け

田
だ

 三
み

千
ち

留
る

 議員

質
問　施

政
方
針
の
中
の
新
事

業
と
し
て
、こ
ど
も
園
で

お
子
様
を
無
料
で
お
預
か

り
す
る「
子
育
て
応
援
一

時
預
か
り
チ
ケ
ッ
ト
」の

配
布
と
あ
る
。ど
の
よ
う

な
事
業
な
の
か
詳
細
を
聞

き
た
い
。

現
在
の
利
用
状
況
は
ど

う
か
。

こ
ど
も
園
の
み
の
利
用

な
の
か
。

少
子
化
対
策
の
推
進
で

は「
子
育
て
環
境
の
支
援

等
」と
あ
る
。政
府
は
新
た

な
司
令
塔
と
し
て
こ
ど
も

家
庭
庁
を
令
和
５
年
４
月

に
設
置
す
る
方

向
だ
。町
は
、現
時

点
で
の
、こ
ど
も

家
庭
庁
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い

る
の
か
。ま
た
、今

年
度
ま
で
の
出
生

数
・
率
の
変
動
を

求
め
る
。

町
長　み

な
べ
町
子
育

こ
ど
も
家
庭
庁
に
つ
い

て
は
、よ
う
や
く
国
で
も

動
き
出
し
た
か
な
と
。み

な
べ
町
で
は
平
成
30
年
か

ら
幼
児
教
育
室
を
設
置
し

て
進
め
て
い
ま
す
。今
年

一
年
間
は
、準
備
期
間
と

し
、来
年
の
４
月
１
日
に

は
、新
し
い
体
制
で
臨
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

連
携
は
密
に
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
、機

構
改
革
も
含
め
て
一
貫
性

の
あ
る
も
の
に
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

て
応
援
、一
時
預
か
り
事

業（
保
育
所
、こ
ど
も
園

な
ど
を
利
用
し
て
い
な
い

お
子
さ
ん
を
有
料
で
一
時

的
に
預
か
る
）に
つ
い
て

は
、上
南
部
こ
ど
も
園
、愛

之
園
こ
ど
も
園
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
、一
時

預
か
り
を
無
料
で
ご
利
用

い
た
だ
け
る
チ
ケ
ッ
ト
を

配
布
す
る
事
業
で
す
。気

軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

育
児
の
悩
み
や
疲
れ
を
少

し
で
も
解
消
し
笑
顔
で
子

育
て
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
園
の
み
で
の
実

施
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育
室
長

令
和
３
年
度
は
延
べ
で

１
４
７
件
、13
人
の
ご
家

庭
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
年
度
途
中

で
す
が
上
南
部
こ
ど
も
園

１
０
２
件
、愛
之
園
こ
ど

も
園
１
３
３
件
と
い
う
こ

と
で
、23
人
の
ご
家
族
で
、

延
べ
２
３
５
件
の
利
用
と

な
っ
て
い
ま
す
。利
用
が
増

え
て
い
る
状
況
な
ら
、サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

健
康
長
寿
課
長

出
生
数
は
、平
成
27
年

85
人
～
令
和
４
年
61
人
。

出
生
率
は
、平
成
27
年
が

１
．２
８
～
令
和
４
年
が

１
．２
３
の
変
動
が
見
ら

れ
ま
す
。

再
質
問

こ
ど
も
家
庭
庁
の
想
定

で
何
が
変
わ
る
の
か
。子

ど
も
の
権
利
の
保
障
と
は
。

町
長特

に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。や
る
べ
き
こ
と
は

や
っ
て
い
き
ま
す
。今
年

１
年
間
、教
育
委
員
会
、健

康
長
寿
課
、住
民
福
祉
課

の
３
課
が
寄
っ
て
、事
務

所
、保
健
師
の
体
制
等
を

検
討
す
る
準
備
期
間
と
考

え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
が

で
き
、話
し
合
い
を
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
、ひ
と
り

の
人
間
と
し
て
成
長
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

再
々
質
問

少
子
化
対
策
の
推
進
は

待
っ
た
な
し
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。再
度
そ
の

思
い
を
聞
き
た
い
。

町
長国

が
で
き
た
か
ら
つ

く
っ
た
で
は
な
く
、国
が

つ
く
る
前
に
創
る
の
も
ひ

と
つ
の
方
法
と
思
い
ま
す

の
で
、い
ろ
ん
な
形
で
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質問 移住招致の広範なとりくみを
答弁 新たな補助や積極的なＰＲに努めたい
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一般質問

質
問　近

年
、
全
国
的
に
異
常

気
象
に
よ
る
豪
雨
災
害
、

当
地
域
で
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
、
そ
れ
に
よ
る
津

波
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
お
け
る
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
が
重

要
で
、
緊
急
車
両
の
運
行
、

救
援
物
資
の
搬
入
等
、
生

活
道
路
の
確
保
が
特
に
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
幹
線
道
路
、
生
活
道
が

被
災
し
た
場
合
の
応
急
対

策
は
ど
の
様
に
進
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。

発
生
頻
度
は
極
め
て
低

い
が
、
発
生
す
れ
ば
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
、
津
波

に
よ
り
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
被
災
、
想
定
外
と
い

う
言
葉
で
済
ま
せ
な
い
た

め
に
、
緊
急
事
態
に
備
え

て
の
体
制
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

②
有
事
に
備
え
て
緊
急
開

口
部
ゲ
ー
ト
の
使
用
に
関

し
て
、
協
定
書
を
締
結
す

る
べ
き
で
は
。

町
長　

①
平
成
27
年
に
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
伴
う
、
津
波
浸

水
に
関
す
る「
和
歌
山
県

道
路
啓
開
協
議
会
」を
設

置
し
て
い
ま
す
。

道
路
啓
開
と
は
、
緊
急

車
両
等
の
通
行
の
た
め
に

早
急
に
最
低
限
の
ガ
レ
キ

処
理
、
簡
易
な
段
差
修
正

等
に
よ
り
救
援
ル
ー
ト
を

開
け
る
こ
と
で
す
。
対
象

の
期
間
は
発
生
後
か
ら
72

時
間
以
内
に
道
路
啓
開
を

完
了
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

協
議
会
に
は
和
歌
山
県
建

設
業
協
会
も
参
加
し
、
み

な
べ
町
内
に
お
い
て
も
、

各
啓
開
ル
ー
ト
区
間
に
は

町
内
の
建
設
業
者
を
割
り

付
け
て
い
ま
す
。
道
路
啓

開
訓
練
と
し
ま
し
て
、
ガ

レ
キ
の
撤
去
訓
練
と
か
放

置
車
両
等
の
移
動
訓
練
、

緊
急
仮
設
橋
の
組
み
立
て

訓
練
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

②
高
速
道
路
緊
急
開
口
部

は
、
自
動
車
専
用
道
路
に

お
い
て
、
非
常
時
に
管
理

車
両
や
緊
急
自
動
車
が
沿

線
の
一
般
道
路
か
ら
ア
ク

セ
ス
が
可
能
な
よ
う
に
設

け
ら
れ
た
道
路
で
す
。
非

常
時
に
は
、
い
ろ
ん
な
こ

と
が
起
き
ま
す
の
で
、
そ

れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
緊

急
開
口
部
の
ゲ
ー
ト
付
近

の
使
用
に
関
し
ま
し
て
今

後
、
西
日
本
高
速
道
路
と

話
し
合
い
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

現
在
、
軽
四
輪
ク
ラ
ス

で
あ
れ
ば
、
ど
う
に
か
こ

の
ゲ
ー
ト
か
ら
尾
根
伝
い

で
防
災
拠
点
ま
で
行
く
こ

と
が
出
来
ま
す
。
災
害
時

に
備
え
て
緊
急
車
両
が
通

行
で
き
る
道
路
整
備
を
。

町
長　今

後
、
必
要
性
に
応
じ

て
、
尾
根
伝
い
の
道
路
に

つ
き
ま
し
て
、
用
地
関
係

者
の
方
々
と
も
、
よ
く
相

談
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

け
れ
ば
と
考
え
ま
す
け
れ

ど
も
、
ま
ず
、
高
速
道
路

か
ら
小
山
田
の
高
台
、
防

災
広
場
ま
で
の
緊
急
物
資

の
輸
送
ル
ー
ト
に
つ
き
ま

し
て
は
今
後
確
認
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質問 有事に備えて、高速道路緊急開口部
ゲートの使用に関する協定書の締結を

答弁 NEXCO西日本と話し合いを進めていきたい

防　災 棒
ぼ う

引
ひ き

  清
きよし

 議員
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一般質問

質
問消

防
団
は
消
火
活
動
の

み
な
ら
ず
、地
震
や
風
水

害
等
、大
規
模
災
害
時
の

救
助
救
出
活
動
、避
難
誘

導
な
ど
、非
常
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。ま
た
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、

地
域
の
消
防
力
、防
災
力

の
向
上
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、全
国
的
に
消

位
置
、出
欠
情
報
の
共
有

な
ど
、迅
速
な
連
携
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、ア

プ
リ
の
導
入
も
含
め
、今

後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
が
、町
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長現

状
の
位
置
情
報
の
共

有
は
、日
高
広
域
消
防
か

ら
の
火
災
発
生
放
送
に
よ

る
位
置
情
報
を
聞
き
取
り
、

パ
ソ
コ
ン
か
ら
消
防
団
員

に
一
斉
メ
ー
ル
で
連
絡
を

し
て
い
ま
す
。担
当
地
区

外
で
出
動
待
機
し
て
い
る

消
防
団
員
に
は
場
所
が
わ

か
ら
な
い
の
で
、問
い
合

わ
せ
に
対
し
電
話
等
で
、

そ
の
都
度
対
応
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。　

今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

つ
い
て
は
、災
害
時
に
ス

マ
ホ
で
情
報
を
共
有
し
、

火
災
現
場
、水
利
の
位
置

を
把
握
す
る
こ
と
で
、消

火
活
動
の
初
動
が
早
く
な

防
団
員
は
減
少
が
続
い
て

い
ま
す
。み
な
べ
町
に
お

い
て
も
若
年
層
の
入
団
者

が
少
な
い
傾
向
に
あ
り
、

ま
た
被
用
者
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、日
中
に
出
動
で
き

る
人
員
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
に
お

い
て
も
消
防
団
の
役
割

を
担
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

「
人
員
の
確
保
」だ
け
で

な
く
、「
仕
組
み
の
効
率
化
」

を
図
っ
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、ま

ず
現
状
の
消
防
団

出
動
時
に
お
け
る

現
場
の
位
置
情
報

の
共
有
方
法
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
福
島
県

で
は
、消
防
団
専

用
の
ア
プ
リ
導
入

が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
ア
プ
リ
で
は
、

現
場
の
位
置
、水

利
位
置
、車
両
の

る
こ
と
、消
火
栓
の
点
検

報
告
や
団
員
の
出
動
報
告

を
ス
マ
ホ
で
送
信
で
き
る

よ
う
に
す
れ
ば
、消
防
団

員
の
負
担
軽
減
に
も
寄
与

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
プ
リ
に
つ
い
て
は
昨

年
の
林
野
火
災
訓
練
で
導

入
を
し
た
と
こ
ろ
、火
災

発
生
場
所
に
つ
い
て
非
常

に
わ
か
り
や
す
か
っ
た
の

で
す
が
、利
用
料
が
１
人

３
０
０
円
、月
々
約
10
万
円

か
か
る
こ
と
か
ら
そ
の
時

は
導
入
を
見
送
り
ま
し
た
。

再
質
問　

昨
日
の
火
災
で
は
、

メ
ー
ル
で「
百
年
の
森
付

近
」と
い
う
文
字
で
の
情

報
し
か
な
く
、場
所
の
把

握
が
難
し
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
ア
プ

リ
の
導
入
は
コ
ス
ト
の
点

に
お
い
て
見
送
る
判
断
を

さ
れ
た
と
し
て
も
、位
置

情
報
の
連
絡
だ
け
は
、地

図
で
確
認
で
き
る
よ
う
に

L
I
N
E
や
そ
の
他
の
コ

ス
ト
の
か
か
ら
な
い
手
段

を
用
い
て
共
有
で
き
る
よ

う
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
長ア

プ
リ
が
い
い
の
か

他
の
方
法
が
い
い
の
か
は

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

I
C
T
の
活
用
に
つ
い
て

は
、前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消　防
質問 消防団出動時における位置情報の共有と

今後のＩＣＴ活用について
答弁 アプリ等の導入を検討し、ICT活用を進めていきたい

山
や ま

本
も と

秀
しゅう

平
へ い

 議員

みなべ町議会だよりP17



一般質問

質
問み

な
べ
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
額
は
、こ
の

７
年
で
１
０
０
万
円
前
後

か
ら
１
億
５
０
０
０
万
円

に
な
り
、返
礼
品
も
１
点

か
ら
３
０
０
点
超
え
る
ま

で
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、全
国
の
寄
付
額

ト
ッ
プ
は
北
海
道
の
紋
別
市

で
１
５
２
億
円
、県
内
で
も

有
田
市
が
48
億
円
、湯
浅

町
が
32
億
円
と
大
き
く
差

が
開
い
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

町
の
実
力
、他
市
町
の

伸
び
率
を
考
え
れ
ば
寄
付

額
を
３
年
で
10
倍
に
で
き

る
は
ず
。そ
う
な
れ
ば
消

費
低
迷
に
苦
し
む
梅
産
業

や
農
業
、観
光
、漁
業
等
、

町
の
商
工
を
直
接
応
援
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。寄
付

金
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
拡
充
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。商
工
が
栄
え
、住
民

サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
れ
ば
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
り
、

寄
付
を
き
っ
か
け
に
観
光

も
期
待
で
き
ま
す
。こ
の
よ

う
に
ふ
る
さ
と
納
税
は
理

想
的
な
好
循
環
を
生
み
出

す
素
晴
ら
し
い
制
度
、最

大
限
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に「
魚
介
類
、

野
菜
、ス
イ
ー
ツ
、体
験
や

観
光
等
、魅
力
的
な
返
礼

品
の
拡
充
」「
寄
付
額
増

を
目
的
に
共
通
返
礼
品
の

活
用
」「
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
見
直
し
」「
特
設
サ
イ
ト

の
開
設
」「
出
品
事
業
者

と
の
協
議
会
設
立
」「
体

制
の
強
化
」等
、
様
々
な

提
案
を
し
ま
す
。

ま
た
、ふ
る
さ
と
納
税

に
は
様
々
な
運
用
業
務
が

伴
い
、専
門
性
が
求
め
ら

れ
ま
す
。こ
れ
を
職
員
だ

け
で
行
う
の
は
困
難
で
あ

り
、巧
拙
が
寄
付
額
に
も

直
結
し
ま
す
。実
績
と
経

験
の
あ
る
事
業
者
に
委
託

し
ま
せ
ん
か
。
担
当
者
が

異
動
に
な
っ
て
も
支
障
を

き
た
し
ま
せ
ん
。
職
員
の

負
担
も
軽
減
で
き
、ノ
ウ

ハ
ウ
も
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

町
長議

員
の
提
案
に
お
答
え

し
ま
す
。一
層
の
魅
力
あ

る
返
礼
品
の
拡
充
に
努
め

ま
す
。
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
は
実
績
や

職
員
の
負
担
軽
減

等
を
勘
案
し
つ
つ
、

取
捨
選
択
し
て
い

き
ま
す
。特
設
サ

イ
ト
は
今
年
度
計

画
の
町
H
P
の
更

改
に
合
わ
せ
て
検

討
し
ま
す
。事
業

者
と
の
意
思
疎
通

を
図
る
た
め
の
協
議
会
は

設
立
す
る
方
向
で
検
討
し

ま
す
。

共
通
返
礼
品
つ
い
て
は

確
か
に
品
揃
え
は
増
え
、

寄
付
額
増
を
期
待
で
き
ま

す
が
、地
場
産
業
の
振
興
に

は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。ふ
る

さ
と
納
税
の
目
的
は
寄
付

額
を
増
や
す
こ
と
で
は
な

く
、地
場
産
業
の
振
興
で

す
。今
後
と
も
共
通
返
礼

品
に
頼
ら
ず
、町
内
の
事

業
者
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

運
営
委
託
は
町
と
事

業
者
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
は
理
解
し
ま

す
。必
要
な
部
分
の
委
託

は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

再
質
問

共
通
返
礼
品
採
用
に

よ
る
寄
付
額
の
底
上
げ

が
地
場
産
業
振
興
に
つ
な

が
る
は
ず
。ま
た
前
澤
友

作
氏
の
ふ
る
さ
と
納
税
募

集
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
、緊
急
支
援
返
礼
品
等

の
積
極
的
な
推
進
を
。

町
長様

々
な
課
題
は
協
議
会

の
な
か
で
町
内
事
業
者
の

方
々
と
相
談
し
て
ま
い
り

ま
す
。ま
た
、あ
ら
ゆ
る
分

野
で
の
検
討
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

真
し ん

造
ぞ う

賢
け ん

二
じ

 議員

質問 更なるふるさと納税の推進を～３年で寄付額を10倍に
答弁 目的は寄付額増ではなく地場産業の振興 協議会を設立

ふるさと納税
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みなべ町議会広報特別委員会では、「議会だより」の内容の充実を図るために町民の皆さん
の中から「議会広報モニター」制度を活用しています。このほど、第69号（令和５年２月発行）
について、アンケート調査を実施し、建設的なご意見をいただきましたので、今回は、その一部
を紹介します。

議会広報モニターさんの意見をご紹介

読者との交流ページ

医 療
★地域医療の衰退はすごく

気になっています。

　やはり、医師の高齢化に

よって、閉院となったとき

に、心配や不安が頭をよぎ

ります。現状が、維持でき

ている間に、今後の策を投

じてもらいたいです。

梅

★梅のさらなる消費拡

大を促すために梅贈り

文化を広めるというの

は、すごくいいと思い

ます。

構 成★「あとがき」にも書かれてい

ましたが、議会、行政の内容と

なると、確かに形式ばって、わ

かりづらいところがあります。

若い世代（子育て世代）の方に

とっても町行政は重要なことで

すので、次世代の方達が興味を

持って、内容を把握していける

よう、ご苦労ですが、紙面作り

に頑張って下さい。

子ども議会★子ども議会は良かったです。

　鋭い質問で感心しました。
井戸教育長の感想にもありま

したが将来みなべ町を背負っ
ていく人材が現れることを期

待しています。

表 紙
★表紙の２０歳を祝う会の参加
者の笑顔がすごく良いですね。
★成長した我が子を見るのは保
護者とし、感無量だと思います。
　すごくすてきな写真でした。

イベント
★UME－１フェスタ、盛り上

がるといいですね。

　障害を患った父親を連れて行

きたいですが、旧清川中学校の

環境では、連れて行くことがで

きません。障害者も楽しめるイ

ベントの企画をお願いします。
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議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い

５
月
議
会

５
月
１７
日（
水
）午
前
９
時
～

次
回
の
議
会
開
会
予
定
は
次
の
通
り
で
す

うめ課は1973年

4月、旧南部川村役

場に新設され、この

4月で50周年を迎

えました。

全国に一つしか

ない「うめ課」のPR

効果は絶大で、50

年が経った今でも日

本一の梅の町を象

徴する存在です。

うめ課は誕生以

来、うめ21研究セン

ターにおける栽培

技術の研究をはじめ、消費拡大、食育の推進、機能性研究&PR、世界農業

遺産認定&推進、UME-1フェスタの開催、取材&番組制作協力等、一貫して

基幹産業である梅産業の振興に取り組んできてくれています。

うめ課には今後とも、多くの皆さまに梅の素晴らしさを伝える取り組みに

期待しています。

●うめ課が誕生50周年！

町 内 あ れ こ れ

あ

と

が

き

令
和
５
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
、
新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
な
い

な
か
、
３
月
の
議
会
期
間
中
に
国
か
ら
マ
ス
ク
の
着

用
に
お
い
て
は
、
個
人
の
判
断
に
委
ね
る
と
報
道
が

さ
れ
、
気
は
許
せ
ま
せ
ん
が
や
っ
と
日
常
が
戻
っ
て

き
た
気
が
し
ま
す
。
制
限
さ
れ
た
３
年
間
で
し
た
が
、

緩
和
に
伴
い
議
員
活
動
が
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
に
活
動
報
告
、

わ
か
り
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　

副
委
員
長　
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清


